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南署管内   2 件 320 件 
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―― 実施期間：令和２年３月１日（日）から７日（土）まで ―― 

平成２３年６月１日から全ての住宅に住宅用火災警報器の設

置が義務付けられています。火災から大切な家族を守るため、

未設置の場合は早急に設置しましょう。 

すでに設置済みの場合は、適正に維持管理しましょう。 

この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普及

を図り、火災の発生を防止し、万が一発生した場合にも被害を最小限にとどめ、高齢者

を中心とする犠牲者の発生を減少させることを目的として実施されています。 

【住宅用火災警報器なんでも相談窓口を開設中】 

・購入先、取り付け箇所などのご相談 

・住宅用火災警報器の取り付け支援 

・住宅用火災警報器出前講座の実施など・・・ 

お近くの消防署所に開設しておりますので、なんでもお気軽

にご相談ください！ 



令和元年中に発生した福島市の火災件数は８８件（前年比１２件増）で、火災による死

者は７人でした。火災種別では、建物火災が５６件でトップ、次いでその他の火災（枯草

火災など）が１８件、車両火災が１１件の順になっています。出火原因別では、放火・放

火の疑いによるものが１２件と最多であり、地域ぐるみで放火されない環境づくりに努め

ることが大切です。 

  

 

１位 

放火・放火の疑い１２件   

  

２位  

電気配線 １０件 

３位  

電気装置  ６件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

火災種別 件数 

建物火災 ５６ 

その他の火災 １８ 

車両火災 １１ 

林野火災 ３ 

合 計 ８８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

ヒートショックとは 

  急激な温度変化によって、血圧が大きく変動するなど、身体に大きな負担がかか

ることで、失神、不整脈などの症状で重症の場合は死に至ることもあります。 
 

 

       ・食事、服薬、飲酒直後の入浴は控えよう（食後低血圧） 

       ・脱衣所は暖かく 

       ・水分を取ろう 

       ・家族に見回ってもらおう 

       ・かけ湯をしよう 

       ・湯船で長湯をしない（１０分以内） 

       ・湯温は４１℃以下に 
 

 

火災種別      原因別 


